

























これまでの日本人の境界は､ 小熊 (小熊 1998) やましこ (ましこ 2002)
により政策や学問上での境界の形成過程が他者としての台湾や朝鮮半島､
沖縄､ そしてアイヌとの関係から論じられており､ また加藤により文学上
での日本人の境界の形成過程が論じられている (加藤 2017)｡ さらに､ 本
論と直接関係するアイヌと日本人との関係に関しては､ 文化人類学､ 民族
学の学問形成過程とアイヌの他者化の過程に関する木名瀬の研究 (木名瀬
1997､ 1998) や､ 文学や言語学の形成過程と ｢滅びゆく民族｣ としてのア









京オリンピックのポスターでは､ 富士山､ 芸者､ 寺院､ 菊といった歪んだ
日本のイメージを用いることはなかった｡ 1960 年代のデザイナーにとっ
て､ 日本の新しい地位は､ 西洋に従属するエキゾチックで女性的なメタファー
ではなく､ 幾何学､ 抽象的なパターンにあると考えられていた｡ それに対

























を通してだった｡ 1932 年には 4公園が追加指定され､ 全部で 12 となった
国立公園を紹介する展覧会が､ 東京の伊勢丹デパートで開かれた｡ 翌
1933 年 6 月には､ 同じく東京の伊勢丹デパートで 『観光の北海道展覧会』
が開催された (主催：東 京鉄道局､ 日本旅行協会､ 札幌鉄道局､ 北海道
庁)｡ ここでは大雪と阿寒の両国立公園のジオラマが展示され､ 阿寒は摩
周湖と屈斜路湖の展望が再現された｡ その展覧会において､ 復元したチセ
(アイヌの家) と そこでの熊彫の実演や白老の宮本伊之助 (エカシマトク)
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齋藤は､ 1960 年代は､ 国鉄の周遊券販売をはじめ航空機やフェリーの便
も良くなり､ 全国的に陸・海・空路ともに交通事情やパック旅行が充実し
て､ 宿泊を伴う観光旅行に参加する割合が急激に伸び始める時代であった
ことを指摘している｡ 1963 年の観光基本法の制定､ 1964 年の東京オリン
ピック､ 海外旅行の自由化､ 東海道新幹線・名神高速道路の開通などをう
けて､ 引き続き観光旅行が市民に浸透する時代であった (齋藤 2001：38)｡
このような交通網の発達と簡便化により､ 特に戦後の日本は旅行がブーム
になっており､ 北海道もその流れに乗って行こうとした｡
北海道では､ 1954 年の国体､ 1972 年の札幌オリンピックにより､ 旅行
先としての注目度もさらに高まった｡ この間､ 1968 年には ｢開道百年記
念｣ を関する事業が多く開催され､ 博物館の開館や出版物の発行も相次い
だ｡ 道路の除雪事情が良くなり､ 全道的に冬の観光にも力が入れられるよ
うになった｡ 1964 年には知床が国立公園に指定され ｢地の果てブーム｣
と呼ばれる時期に入り､ 札幌や函館といった有名観光地のみならず､ 知床
と阿寒のセットで道東周遊を行うプランなども増えた｡ ｢一生に一度は北
海道｣ から､ 繰り返し音づれ流旅行者も多くなってきたとみられ､ 北海道
旅行にもバリエーションがではじめた (齋藤 2001：38)｡
1950 年に国鉄は､ 北海道内に札幌､ 旭川､ 釧路､ 青函の四つの鉄道管
理局を設置した｡ 各管理局は 4地域に分けられた道内の路線を管理すると
ともに､ 各種の営業活動にも当たった｡ その一方で 1957 年には､ より強
い権限を持つ北海道支社が設立した｡ 北海道支社は､ 各管理局の業務を管
理し調整する一方で､ より広域的な企画活動や営業活動を行なった｡ そこ












さらに 1958 年の 7月から開催された ｢北海道大博覧会｣ (1958 年 7 月 1
日～8 月 31 日)は､ 札幌の中島公園と桑園を舞台とした｡ この博覧会は北
海道行政が主催した博覧会としては前例のないほどの大規模なもので､ 入
場者が 195 万人という圧倒的な反響を見せた｡ そのなかでアイヌに関する










びゆく民族｣ というイメージがどう反映されたのかをみてみよう｡ 第 11
回冬季オリンピック開催地を決める IOC 総会の投票の前に､ 病気のため
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しかし､ 北海道は､ 歴史的に､ 日本の他のところとの関係においては､




ここで高石が用いている英語表現を見てみると､ as a land inhabited









致運動を進め国内 6 ヶ所の開催希望地から選ばれ､ 二年後の IOC 総会で
1940 年の第 5 回大会開催地に決定した｡ だが国際情勢が戦乱の様相を呈
し､ 日華事変のため政府は夏の東京大会とともにオリンピックを返上､ 札
幌は涙をのんだ｡ (北海タイムス 1966 4/28)
戦後 1964 年の夏季大会が東京に決まってから､ 再び札幌に冬季大会を
招致する気運が盛り上がり､ 1960 年軽井沢､ 日光など開催希望地と日本
275 ( 56 )
の統一候補の座を激しく争ったすえ､ 国内競争を勝ち抜いた｡ JOC､ 政
府の承認を得て､ はなばなしく名のりをあげた｡ 招致関係者は札幌確定を
ほぼ確信していたが､ 1964 年のインスブルック IOC 総会では､ 結果は惨
敗に終わった (北海タイムス 1966 4/28)｡
招致活動の展開の中で､ 栗谷川の活動が新聞に取り上げられた最初は









と報じられた (朝日新聞 1965 9/29､ 北海道新聞 1965 9/30)｡
次に､ 報道されたのは招致ポスターが発表された時だった｡ 昭和 41 年




1966 2/12)｡ 一方北海タイムスでは ｢札幌市､ エゾ富士および冬季五輪
会場予定地の鳥瞰図を背景に弓を持って狩猟しているアイヌの勇士が力強





















た｡ 広告専門委員は東京部会に 5名､ 北海道部会には 6名から構成されて
いた｡ 11 名の中､ 美術関係のものは栗谷川一人であり､ 選考にあたって
の栗谷川の影響力の強さが伺える (オリンピック冬季大会札幌招致委員会















測できる｡ なぜなら､ 北海道現代美術館には､ ポスターの下書きと考えら
れるものが 6点保管されている｡ 基本的に背景は一緒で､ 実際に採用され
た招致ポスターと同じでオリンピック競技場や山々が描かれている札幌の
風景である｡ 6枚のうちの 2枚にはアイヌの男性が描かれてものであった｡
最初にそのほかの 4枚を見ていこう｡ 一枚は､ 書きかけのものであるが､
背景の前にスキーウエアーに身を包んだ一人の男性が立っているものであ
る｡ 男性の表情からは､ 日本人ともヨーロッパ系の男性とも見える｡ 男性
の手前に空間が残っているがそこに何を描こうとしたのかは不明である｡
栗谷川の表現を借りれば ｢バタくさい｣ 印象がある一枚である｡ もう一枚
は､ 背景の手前にもうひとつ山を描き､ そこから四人のスキーヤーが滑り
降りているものであり､ スピード感のある栗谷川らしい作品である｡ 四人





のかもしれない｡ また､ 1958 年に栗谷川が描いた東京オリンピック招致
ポスターでギリシャ神殿の柱の後ろに五重の塔が描かれているのを思い起



















ようになった｡ ポスターが報道された 1966 2 月 12 日での北海タイムスで
は ｢天地人｣ という短く文章で世相を斬るコーナーでは ｢冬季オリンピッ
クのポスターはアイヌの勇士｡“市民不在”の招致運動を象徴する｣ と述
べている (北海タイムス 1966 2/12)｡ 招致運動を批判する手段として招




れていった｡ ポスターが公表されてから 1 週間後の 2 月 19 日に朝日新聞
の投書欄 ｢声｣ のコーナーに ｢アイヌの狩人姿使う札幌宣伝に反感｣ とい
う意見が掲載された｡ 投書したのは横須賀市に住む 16 歳の学生であり､












けのポスターであるために､ 海外に ｢誤った｣ イメージを与えることを懸
念する意見であり､ 同様な趣旨の意見はその後も続いていくことになる｡
4 月 22 日には北海タイムスに手稲町 (現在札幌市内) 在住の会社員 (58
歳) から ｢誤解招くアイヌと熊 五輪ポスター再考せよ｣ という読者から
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合うことでもないが､ 十分に検討したかった｡ (読売新聞 1966 2/27)
と語り､ それまでの読者欄の声をまとめるかのようなコメントを残してい
る｡
1966 年 3 月 1 日の北海タイムスの夕刊コラムである市川謙一郎による












































































































観光地では､ わざわざ古い粉装 (ママ) をつけて踊ってみせるのがい
るが､ 完全な見世物化している｡ それをポスターなどで宣伝したら､
集まった観光客は一斉ににがい顔をするだろう｡ すなわち､ 観光用と
しても､ これまた落第である｡ …… (北海タイムス 1966 3/1) (強
調筆者)
さらに昭和 41 年 4 月 27 日に札幌での冬季オリンピック開催が決まった後
でも､ 4月 29 日の市川謙太郎による夕刊コラム ｢一日一言｣ は ｢ポスター
是非 札幌五輪とマスコミ｣ と題して､ 先のコラムと同趣旨の記事を載せ
ている｡
東京で開かれた札幌オリンピック招致委員会の新聞写真をみると､
会場に PR用のポスターが飾ってある｡ アツシを着て､ 弓矢を手にし
たアイヌ人の図柄で､ 先ごろ来問題になっていた例のポスターだ｡ な
るほど背景には白銀に輝く本道の山々が描かれ､ ポスターの下部には
五輪のマークや ｢札幌オリンピック｣ の文字が書いてある｡ が､ アイ
ヌの姿の印象が強烈なので､ どう見てもアイヌ族の宣伝ポスターとし
か受け取れない｡










































































































































































































































イヌは ｢滅びる民族｣ であり､ 過去の存在であり､ 現在の札幌には関係が
なくだからこそ札幌オリンピックにも関係がないという論点を出している｡






市に申し出るいきさつもあった｡ (読売新聞 1966 2/27)
という､ 招致ポスターを観光宣伝として捉え､ これまでのように観光資源
としてアイヌが利用されることに苦言を呈している｡ どうような趣旨は読
者欄でも出されている｡ 朝日新聞の 1966 2/25 に岩手県に住む女性から
次のような投書が来ている｡
冬季オリンピックを札幌へ､ と呼びかける宣伝ポスターにアイヌの姿
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以上の読者蘭の声から見えてくるのは (図 2 を参照)､ 先述した日本人
に対しアイヌを他者化し､ 劣位に置く言説を反映している点を読み取るこ
とができる｡ 声の多くが､ このポスターは日本に対する誤ったイメージを




栗谷川は､ 1911 年 2 月､ 岩見沢にて父林忠太郎､ 母たまきの三男とし




栗谷川は､ 北海道で生まれ育ち､ 郷土を描く作家であった｡ 彼は､ 国鉄
(当時) からの依頼の下で旅情を誘うタッチで北海道内での各観光地のポ
スターを描いていった｡ 1936 年の秋､ 鉄道省札幌鉄道局 (現・JR北海道)
が募集した冬の北海道観光ポスターに､ 一等で入選した｡ 翌年も栗谷川は､
同じポスター募集に応募し､ 2 年連続で一等入選を果たす｡ そしてこれら
の実績がきっかけとなって､ 1938 年には札幌鉄道局の嘱託に迎えられた
(鎌田 2012：77)｡













百貨店､ 商店､ 各種団体と､ 発注元は多彩を極め､ ポスター､ チラシから
マッチのおもて紙にいたるまで､ 内容面でも幅広いものだった｡ 1949 年
には､ 横浜で開催された日本貿易大博覧会の北海道館の展示意匠を､ 翌年
には旭川で開催された北海道開発大博覧会のテーマ館の展示意匠を､ それ
ぞれの広報ポスター類とともに､ 北海道から依頼された｡ 1950 年 2 月に


















(栗谷川 1959 年 2 月 15 日)
とも論じている｡ そこで栗谷川によると､ 観光ポスターで描くべき対象は､
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さらに栗谷川は輸入農機具をあげている｡ 開拓使が寒地農業に牧畜畑作
農法をとり入れることに着目し､ 明治 4年ごろにはアメリカから畜力農機





開道 110 余年､ かつての生活用具は､ そのほとんどが時代とともに消
え去っていった｡ 私の描いた民具は､ 古き苦しき時代を語るものであ
る｡ しかし､ どのような境遇の中にあっても､ こどもたちは手近なも
のを遊び道具とする術を知っていた｡ 私たちは､ 開拓という貴い時代
を生きてきたことに､ 誇りのようなものをもっている｡ (栗谷川 1982：
24)
栗谷川はポスターの素材として ｢テーマとするものは､ 牧歌調であり､
エキゾチシズムであるー雪､ 夕陽､ エゾ松､ ポプラ､ 白樺､ スズラン､ ク
ロバー､ ライラック､ 羊､ 馬､ 牛､ サイロ風車､ 麦わらぼうし､ 吊りズボ
ン､ そしてアイヌ､ メノコ｡｣ と上げている (栗谷川 1959 年 5 月 16 日)｡
雪からライラックまでは､ 北海道の中での自然が当てはまり､ 羊､ 馬､ 牛
は部分的には自然であり､ もう一方では開拓地を象徴している｡ さらにサ







道出身者にとって､ 自分たちの先駆者であり､ 見習うべきものであり､ 北










いう地理的範囲に共住するものとして捉えている (栗谷川 1982：24)｡ そ
の表現の中には､ 日本人による支配性・権力性への強調は足りないかもし
れない (それについてはまた後で言及する) が､ 少なくともアイヌを蔑視
することはなくそのぶんに敬意を払っている｡
アイヌ民族が独自の文化を守っていたころの織物・木彫などの生活用具
にみる､ その完成された美しさは､ 芸術性の高いものである (栗谷川
1982：24)､ とその芸術性を評価している｡ また栗谷川は ｢アイヌ民族の
着物､ 服飾､ 家庭用具､ 狩猟用具などは､ 機能と装飾に富んだ完成度の高







意味ではない｡ (栗谷川 1965 年 7 月 18 日)
栗谷川にとって､ アイヌの文化とは寒冷の地に生活するのを可能とする
技術に裏打ちされており､ また同時に自然や動物との共存を可能とした文










(北海道新聞 1966 3/1)｡ さらに ｢本道の開拓に当たって開拓者たちが学
んだものは､ 先住アイヌ人の生活の知恵である｡ カンジキ姿でたくましく
山谷を駆けめぐって生き抜くアイヌをとりあげたのもそうした意図からだ｣










































た栗谷川によって描かれた｡ それは､ 近代都市札幌を背景にして､ 正装し



























本中に浸透させた責任がある (東村 2006：)｡ この点に関しては栗谷川も､
















ことの表れである｡ そしてそれは､ 日本文化の純粋さを絶対視し､ 雑種性
を受け入れられなかった状況を示していると言える｡




当時から 50 年以上経った現在に､ かつての行いからどのように反省でき
るのか､ それがオリンピックを通した教育にもなるだろう2｡
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